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1) 日朝貿易会「日朝貿易J1970， 10， 
朝鮮函報社「朝鮮画報J1971， 4， 




































たちは 9万ト Y の鋼材を生産するととを決志した。かれらの積問的な努力の結

































































加する繊維製品の需要に応じる ζ とができなかった。 そこで「民族経済0自
立』という観点から開発されたりがピナロ γ である。朝鮮では，綿花 羊もは
豊富でないが，ピナロンの原料となる無煙炭，石灰は豊富である。 1951年解放
戦争のさなかにピナロ γ生産申問題が提起された。 1956年生産開始。技術幹部







































































































































































































































































































































































































38 (294) 第 109巻第3号
全体の 51%にすぎないのに対して，ソ連の場合は30%にものぼるとのベ， ソ連
のゆき方は，農民の利己心を刺戟するもので社会主義の原則に反するものであ
るとして批判していた。しかしここでは中ソの見解のちがいには触れないよ二と
にしよう。朝鮮でわれわれは何軒かの農家主訪問したが，白留地はせいぜい30
坪程度のもりてあり， ιζで養われる豚はせいぜいえ 3匹であり鶏なら10数
羽である。ここから資本主義が復活するなどとは到底考えられない。またこの
ような自留地がまだ残りており，農民市場が存在するのは，それだけの理由が
あコてりことである。農民りこまごました日用品や副食物のすべてを協同農場
が生産できないというのが現状である。 i:から現存朝鮮民主主義人民共和国の
とっている政策は，白留地や農民市場を奨励しないことはもちろんであるが，
Lれを弾庄もしないということである。生産力が発展し農村の協同的所有が全
人民的所有にまで高まったとき，農民市場は自然、に無くなるであろうという楽
観的見方に立っているようである。 I結論的にいって，国家的に人民が要求す
るすべての品物を十分に生産供給できる程度に生産力が発展し，協同的所有が
全人民的所有になるときにのみ，農民市場と闇取引はなくなり，商業は完全に
供給制へ移行することができるでしょう。J22)
22) 前掲書.27買.
